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ー 小児看護専門看護師の役割と活動 ー

 私は⼩児看護専⾨看護師として本院で勤務しています。私が⼩児看護専⾨看護
師を⽬指したきっかけは、脳腫瘍で闘病していた思春期の⼦どもからのある⾔葉
でした。その⼦どもは気管切開をしており発語が難しく終末期で意識レベルも低
下してきている中で、私の掌に指で「ぼ」「く」「し」「ぬ」「の」と⼀⽂字ず
つ書きました。当時看護師3、4年⽬の私は、その⼦どもと家族を⽬の前にどう反
応したらよいか分かりませんでした。⼦どもなりに勇気を振り絞って表出してく
れた思いに対して誠意をもって向き合えなかったことへの申し訳なさと後悔が残
りました。⼩児終末期看護を何例も経験する中で「⼦どもが置いてけぼりになっ
ている気がする」「これでよいのか」「もっとできることがあるのではないか」
と悩み葛藤も抱くようになり、終末期にある⼦どもと家族の気持ちや置かれてい
る状況について理解を深めて根拠に基づくよりよい看護を実践したいと思い、
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⾼齢化はますます進み出⽣数は減少する⼀⽅です。⼩児に携わる看護師として、これからも⼦どもの命の尊さ
を⼤切に、⼦どもの成⻑発達や権利を擁護する存在であり続けたいと思います。




